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本発表では, p変量正規分布Np(µ
(i),Σ) (i = 1, . . . , q+ 1)からなる (q+ 1)群の正準判別分析に

おける変数選択法の高次元大標本漸近性質を扱う. いま, ω = {1, 2, . . . , p}とし, jを ωの部分集合
とする. 集合 j は変数 xの添え字の集合に用いられる. ここで, xj を j に対応した xの成分を並
べたベクトルとし, x = (x′

j ,x
′
j̄
)′と書き, m = min(p, q)個の線形判別関数を β′

kx (k = 1, . . . ,m)

とする. xj̄ が冗長であるとは, xj̄ に対応するm個の線形判別関数の係数がすべて 0となることで
あり, そのような変数は判別能力をもたないために解析から取り除くことが望ましい. 冗長な変数
を取り除くことは変数選択問題とみなされ, そのような変数選択の手法の 1つとして以下のような
AIC による全ての変数の組み合わせに対して変数選択規準の計算を行い最適な変数の組み合わせ
ĵを求める総当たり法が挙げられる:

ĵ = argmin
j⊂ω

AIC(j). (1)

近年, 計算機の発展に伴い高次元データを扱う需要が増えている. 特に, 変数の次元数 pは大き
いが標本数 nよりは小さいデータを考える. そのような高次元データにおいて (1) 式のような総
当たり法は変数の組み合わせが 2p − 1個もあるため実行は物理的に不可能である. そこで, 本発表
では AIC の罰則項を正数 α × (独立パラメータ数)で置き換えた一般化情報量規準 (Generalized

Information Criterion; GIC)を用い, Zhao et al. (1986)で提案された以下のような変数選択法を
適用する:

ĵ = {ℓ ∈ ω | GIC(ω\{ℓ}) > GIC(ω)}. (2)

(2)内の不等式は, βk = (βk1, . . . , βkp)
′とおくとき, 仮説: β1ℓ = · · · = βmℓ = 0 の棄却域と関係し

ている. (2)式による選択法により, 扱う変数の組み合わせを 2p−1個から p個まで減らすことがで
きる. Fujikoshi & Sakurai (2018)では 2群判別問題に対して (2)式を適用し GIC が一致性をもつ
ための αに関する十分条件を求めている. 一致性とは, 最適な変数の組み合わせ ĵが真の変数の組
み合わせ j∗となる確率が 1に収束する性質, すなわち, Pr(ĵ = j∗) → 1が成り立つことであり, 変
数選択法の良さを評価する 1つの指標である. 本発表ではこれらの結果を多群に拡張し, n, pをと
もに無限大であるが pは nより小さいという高次元大標本漸近理論: (n, p) → ∞, p/n → c ∈ [0, 1)

を用いて, (2)式の変数選択法の下で GIC が一致性をもつための αに関する十分条件を求める. 発
表当日は, 一致性をもつ様々な αを数値的に比較する.
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